
巧
い
歌
手
だ
っ
た
。群
を
抜
い
て
巧
い
メ
ゾ
・

ソ
プ
ラ
ノ
だ
っ
た
。
功
す
ぎ
る
歌
手
だ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。

ク
リ
ス
タ
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
、
現
代
の
巧

い
メ
ゾ
た
ち
の
先
駆
者
だ
っ
た
。
舌
を
巻
く
巧

さ
こ
そ
メ
ゾ
の
ス
タ
ー
の
第
一
条
件
だ
と
い
う

時
代
を
、
こ
の
20世
紀
の
人
メ
ゾ

・
ソ
プ
ラ
ノ

は
切
り
淵
い
た
の
だ
。

人
気
指
揮
者
た
ち
が
こ
ぞ
っ
て
ル
ー
ト
ヴ
ィ

ヒ
を
求
め
た
の
も
無
理
は
な
い
。
カ
ラ
ヤ
ン
も

ベ
ー
ム
も
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
も
、
肝
心
な
時
に

肝
心
な
役
で
彼
女
を
起
川
し
た
＂
い
や
、

起
川

し
た
だ
け
で
は
な
い
。
ベ
ー
ム
は
ル
ー
ト
ヴ
ィ

ヒ
の
レ
オ
ノ
ー
レ
を
得
て
、
自
分
の

今
ノ
イ
デ

リ
オ
苫を
作
り
出
し
、
パ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
は
マ
ー

■

堀
内
修

． 

クリスタ・ルートヴ（ヒ

1928年へ’ルリン生士れ。フフンクフルト音栄院に
学び、 1946年 〈こうい）〉のオルロフスキー役でデ
ピュー。 t,4叶、サルツJルク台楽祭(!(ノイガIIの

結婚）のケルピーノ役を歌い、 一宵脚光を浴びる。

翌年からウィ ン国立歌釘場に迎えられる• 60年頃
からソプラノの役bレバートリーに加え、ドイツを代

表する女性歌手の地位を確立した， 93年し引退を

表明し、後追の百成にあたっていた":I: たオペラ、オ
ラトリオ、歌曲など数多くの鉗きを残した。

規
代
11本
に
は
フ
ル
ー
ト
の
大
名
人
が
2
人

い
る
"
.L
藤
巫
典
と
有

m正
広
だ
。
と
も
に
1

り

7
0年
代
終
わ
り
頃
か
ら
湖
俣
括
動
を
始

め
、
そ
の
名
を
冊
界
に
轟
か
せ
て
40年
以
L
を

沿
る
が
、
工
藤
が
モ
ダ
ン

・
フ
ル
ー
ト
を
駆
っ

て、

現
代
の
前
術
的
な
作
品
の
開
発
・
紹
介
に

も
努
め
た
の
に
対
し
、
有
田
は
人
学
時
代
か
ら

ピ
リ
オ
ド
梨
器
の
フ
ラ
ウ
ト

・
ト
ラ
ヴ
ェ
ル
ソ

を
究
め
る
べ
く
、
当
時
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
先
達

（パ
ル
ト
ル
ド
・
ク
イ
ケ
ン
な
ど
）
を
擁
し
て

い
た
ペ
ル
ギ
ー
の
プ
リ
ュ
ッ
セ
ル
音
楽
院
に
留

学
し
て
、
そ
の
才
能
と
志
を
開
花
さ
せ
た
。

今
11、
円
熟
の
極
み
に
あ
る

4
川
が
満
を
持

し
て
録
5

口
し
た
の
が
、

H
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
古

楽
レ
ー
ペ
ル
「
ア
リ
ア
ー
レ
」
に
録
音
、

98年

に
発
売
さ
れ
て
話
題
を
集
め
た
ア
ル
バ
ム

「パ

ン
の
笛
ー
フ
ル
ー
ト
、
そ
の
S
1
1
楽
と
楽
器
の
4

0
0
年
の
旅
」
の
い
わ
ば
続
編
と
な
る
5

熊
伴

奏
フ
ル
ー
ト
の
枇
界
ー
パ
ン
の
箱
4
U
0年
の

旅
」
で
あ
る
。
オ
ト
テ
ー
ル

「
ル
・
ロ
マ
ン
」

の
〈プ
レ
リ
ュ
ー
ド
〉
か
ら

五旅
：
を
始
め
、
J
・

S
・
パ
ッ
ハ
の
名
作

〈
パ
ル
テ
ィ
ー
タ
》
1
3
W

V
l
o
l
3を
喰
頌
に
、
ル
ペ
ル
、
ク
ヴ
ァ
ン

ツ
、
オ
ト
テ
ー
ル
、
プ
ラ
ヴ
ェ
ら
を
経
て
、

H

作
の

《
羽
高
〉、
武
満
の

〈
エ
了
ゃ
、
ド
ピ
ュ

ッ

シ
ー
の

（
シ
ラ
ン
ク
ス
》
な
ど
を
父
え
た
16
の

無
伴
奏
作
品
を
、
延
べ
17木
の
フ
ラ
ウ
ト
・
ト

ラ
ヴ
ェ
ル
ソ
と
モ
ダ
ン
・
フ
ル
ー
ト
で
吹
さ
分

け
て
い
る
。
フ
ル
ー
ト

s"北4
の
4
0
0年
の
押

き
が
堪
能
で
き
る
内
容
、
熱
純
の
戟
人
技
さ
え

超
越
し
た
よ
う
な
技
功
と
粘
級
で
悶
洞
な
表
現

ル
を
尺
心
L.II化
に
発
揮
し
な
lvl佐
と
、
ま
さ
に

什
川
の
独
収
場
の
芸
税
が
ぷ
さ
れ
て
い
る
c

象

で
に
熟
成
度
の
高
い
岡
本
侑
也

の
無
伴
奏
チ
ェ
ロ
作
品
集

大
ヴ
エ
テ
ラ
ン
の
洲
身
の
ア
ル
パ
ム
の
次
は
、

誓
気
鋭
の
デ
ビ
ュ
ー
・
ア
ル
パ
ム
。
2
0ー

7
年
の
エ
リ
ー
ザ
ペ
ト
じ
妃

1
院
汗
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
筍
2
位
の
栄
＂
に
輝
い
た
チ

ェ
ロ
の

削

本

胤

（今
年
27歳
）
の

「イ
ン
・
コ
ン
サ
ー

ト
，。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
す
ぺ
て
無
伴
奏
作
品
で
、

日
頭
で
大
パ
ッ
ハ
の
無
伴
奏
チ
ェ
ロ
組
仙
第
5

番
を
取
り
上
げ
て
い
る
ほ
か
は
す
べ
て
近
現
代

作
品
、
ヒ
ン
デ
ミ
ッ
ト
と
ク
ラ
ム
の
無
伴
炎

チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ
、
デ
ュ
テ
ィ
ユ
ー
の
C

ザ
ッ

ハ
ー
の
名
に
よ
る

3
つ
の
ス
ト
ロ
フ
》、
黛
敏

郎
の
無
伴
奏
チ
ェ
ロ
の
た
め
の

〈
B
U
N
R
A

k
u》、
そ
し
て
、
カ
ザ
ル
ス
の

〈島
の
歌
〉
と、

チ
ェ
ロ
音
楽
の
真
髄
と
多
様
な
肌
界
に
加
え

て
、
チ
L

口
を
聴
く
楽
し
み
も
伝
え
よ
う
と
す

る
よ
う
な
、
い
か
に
も
気
鋭
ら
し
い
r
品
欲
的
な

選
u

現
在
も
lJ校
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
9
11
楽
大
学
の
大

学
院
で
修
深
を
続
け
て
い
る
と
い
う
岡
本
だ

が、

K
現
行
と
し
て
熱
成
度
は
す
で
に
悩
い
。

人
念
に
弾
か
れ
た
パ
ッ
ハ
油
炎
か
ら
堪
能
で
さ

る
が
、
近
現
代
作
品
で
股
か
な
粁
染
竹
と
＇
凶
収

な
技
功
が
冴
え
を
附
し
て
い
く
。
そ
れ
ぞ
れ
が

よ
く
矧
ら
れ
た
名
品
だ
が
、
鋭
い
槃
張
憾
に
打

か
れ
た
デ
ュ
テ
ィ
ユ
ー
作
品
や
、
文
楽
の
太
柏

ム

．．
 

味
線
の
油
伶
を
話
i
r
/
し
た
貸
蔽
郎
の

B

u

N
R
A
K
u

な
ど
、
そ
の
良
価
を
初
め
て
胎

い
た
よ
う
な
気
に
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
ど
こ
ま

で
も
毅
然
と
し
て
災
し
い

島
の
歌

。

次
も
，
粘
進
気
鋭
」
と
い
っ
て
も
、
す
で
に

ア
メ
リ
カ
を
中
心
に

11．
に
ま
し
い
実
紐
を
あ

げ、

Iti近
に
な
っ
て
11本
で
の
括
動
も
水
格
化

さ
せ
て
い
る
指
揮
行

．
脱
Ill疫
太
楼

（今
年
36

歳
）
が
、
叶
年
11
JJ
の
N
碍りの
コ
ン
サ
ー
ト
を

指
揮
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
収
録
し
た
蚊
新
録
5
11

盤
。

追
悼
ク
リ
ス
タ
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ビ

技
巧
派
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
先
駆
者

2
0
2
1
年

4
月

24日
、

ク
リ

ス
タ
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が

93歳
で

世

を

去

っ
た
。

抜
群
の
歌
唱
力
で
、
メ
ゾ
・
ソ
プ

ラ
ノ
歌
手
と
し
て
世
界
的
な
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
、
ソ
プ
ラ
ノ
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ッ
コ
ッ
プ
、
バ
リ
ト
ン
の

F
I
Iデ
ィ
ー
ス

カ
ウ
ら
と
と
も
に
一
時
代
を
築
い
た
。
ま
た
ベ
ー
ム
を
は
じ
め
、
カ
ラ
ヤ
ン
や
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
ら
多
く
の
巨
匠
た
ち

K
正
用
さ
れ
、
数
多
く
の
名
演
・
名
盤
を
残
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ド
イ
ツ
を
代
表
す
る
名
歌
手
の
業
組
を
振
り
返
る
。

R

ア
メ
リ
カ
愛
か
全

開
の

原
田
慶
太
楼
＆
N
密
の
初
録
音

蚊
後
は
、
前
月
＂

t令
欄
の
最
初
に
ご
紹
介
し

た

翡

行

・
小

林

研

腐

傘

な

ど

を

祝

っ

て
、
今
年
4

)
に
11本
フ
ィ
ル
と
開
い
た
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
交
袢
仙
＾
k
皿
訓
於
会
第
2
阿

(4
J
Jけ
11、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
）、
節
2
番

小
ロ
シ

ア

と
第
5
番
の
ラ
イ
ヴ
鉢
心
11
。
前

Jl"り
で
も
出
し
た
が
、
担
Wー

f
は
小
林
の
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
訓
於
を
火
演
も
含
め
て
か
な
り

の
l
数
桜
し
て
き
て
、
彼
の
作
品
理
鮒
の
深
さ
、

牲
か
せ
．功
行
ぷ
り
な
ど
か
ら
牛
み

111さ
れ
る
感

動
の
人
さ
さ
を
淑
れ
に
品
し
て
き
た
。
＾
’
Mも

円
然
を
板
め
た

「炎
の
コ
バ
ケ
ン
」
の
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
名
演

（第
5
番
は
緩
”
心
の
テ
ン
ポ

設
定
や
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
付
け
h
に
新
E
火
が

此
か
れ
る
）
を
、
庫
心
JIl快
に
鈴
牧
し
、
い
つ

も
の
よ
う
に
感
動
し
た
の
で
あ
る
”

妥
r
回
も
感
動
的
な
小
林
研

一郎
の

の
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
・

ラ
イ
ヴ

＇
ト
ラ
ヴ
ェ

ル
ソ
の
名
人
・
有
田
正

仏

の

『
ハ
ン
の
笛

4
0
0年
の

旅
』

Nt,,,, lti,、-~
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目
~ 
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ア
ル
バ
ム

・
タ
イ
ト
ル
に
‘D

A
N
N
Q
Z」

（ダ
ン
ソ
ン
）」（「
キ
ュ
ー
パ
の
舞
鼎
，
の
一
種
）

と
付
け
ら
れ
た
よ
う
に
、
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
の

〈
オ
ン
・
ザ
・
タ
ウ
ン
》
か
ら
の

〈3
つ
の
ダ

ン
ス
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
〉
、
G
・ウ
ォ
ー
カ
ー
の

（弦

楽
の
た
め
の
叙
梢
詩
〉
、
コ
ー
プ
ラ
ン
ド
の
パ

レ
エ
糾
訓
0

ア
パ
ラ
チ
ア
の
朴
》、
メ
キ
シ
コ

の
A
・
マ
ル
ケ
ス
の

《
ダ
ン
ソ
ン
》
節
2
番
な

ど
、
長
く
ア
メ
リ
カ
で
括
趾
し
て
き
た
厭
IU
の

ト
八
番
の
作
品
が
蔽
奏
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ

カ
ン
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ヘ
の
限
り
な
い
愛
を
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
切
れ
よ
く
、
時
に
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ

ク
に
表
現
す
る
似

111の
タ
ク
ト
に
俊
敏
に
反
応

し
た
N
秤
が
、
作
品
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
や
血

n

さ
を
卜
全
に
表
現
し
て
い
る
の
も
さ
す
が
だ
。
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正ごコ：
ベームとの不朽の名盤

不朽の名盤として、この機に改めて紹介。指揮

者ペ・ムのギ越したテンポ採りによって、贅段あま
'I庇き取れないような低弦の動きに心揺さぷられる
など、再発見は多いと思う。男戸陣は逗しく、姉役

のシ」グァルッコップはやや年嵩に聴こえるが、そ

の分、妹役のルートヴィヒの1好奇心旺盛な社い娘J
像はよりはっきりと確立され、アンサンプルでは:J
品な運びも崩さない（第1幕の姉と哲干者との三軍
出を代表格に），，その一方で、第1幕の念速かつ激

情的なアリアでは、自身の透段の枠を超えるような

i!'!伯的な歌い回しから、苦み交じりの声（歌い収め

の—-;:)も示すなど、性格表現をいろいろ試して、
多くの点で成功していることが窪える。また、レチ

タティーヴォ・セッコ（鍵盤楽器伴宮の朗唱部）の
部分では、ルートヴィヒの多彩な裳情付けもふん

だんに楽しめる。

霞夏：三
研究熱心さと役への共感

ルートヴィヒが一時期目指したソノラノヘの追の
りを、最も良い形で記鉗したライヴ。役どころIJ染
物師パラクのよだが、第1~後干の登場シ ンで
ひとさわ明かい←音を駆使して庶仄件を打ら出し、
続く乳母との対拮では疲れ切った内面を曝け出す
といった辺り、彼女の研究熱心な姿勢と、役柄ヘ

の共感ぷりが滲み出て非常に由白い。なお、てノ＿

ラルでもあり、笠弦楽も含めた吝雷水準は当R~の
フイヴ録音Q)填を起えるも0)ではないが、ル トヴィ

ヒのみならず、出后役のリサネクや乳母役の;j‘フマ
ンの声の侶性も 1分l~.Qzきとれ、パラク役のペリ＿

の「櫨遥k届そうな中仔乳1の声の役作りも雄弁，＇
士た、カラヤン指揮のオーケストンと冥台の芹雌感

が良いので、幻坦的なシ ン（第11,l-大話めなど）
のアンサンブルb、自による場景印脳として高水準

で成立し（いる，＇

函

5

ル
曲
ル
一
註
一
ア

SIi悶
女性の生々しい「征服欲」
大歌手の知られざる横顧を覗く一組。ルートヴィ

ヒの民の厚みや中低＆域の濃さを通じて、女性の

牛々しい「征服欲」が強く呟きとれる，＇「青ひげ伝説」

は多くの竹曲家がオペラ化したが、パルトークの本
作では歎Tl1:たと新桑の二人のみになり（本盤で
は語り役の吟遊討人の前口上はカット）、当時は丈

の入繹であったベリ と一対ーでの共演盤である。
木盤はハンガリ一人ケルテスの貴重なオペラn呂

でもあり（第30);;の塩での迎かなき密効果に心
始れ、第4(/)扉では管楽器勢による音の開放感が

著しい）、ハンガリー話のコーチbしっかり付いたと

のとと。本作の一大枯徴たる「同じ言文を二度紐
けて歌う」監のフレースの強曲法も、名歌手二人

から針明に聴きとれる。人詰めの第7の扉（公の前
よたちが登場）では声の演技がさらに白然し、女

の絶望と夫の虚無培が耳を浸す。

"""サン＝サーンス款劇 （サム
'釦う沖

SAMSON ソンとダリラ）全曲

9面和!パターネ柑揮ミュソヘン放送
キング(T)ヴ,.イクル(Br),

'tJAlil.A〈年 ・1973年〉
ざ芦~- [, ・刀ン®COCOB~bl I 

-2(2枚組）］

普段は聴けない掬憂げさ
作曲者没後百斗の節目で、ル トヴィヒには珍し

いフラン人bのも推挙。本盤はJ:く「ドイツ的」と
らわれるが、確かに、人によっては発音に~tりが生
じ、フレーズ終わりをスパッと切るといった、歌い

ぶりに変に菜欲的な姿嬰も見え応れする。しかし、
改手勢の役作りと歌い同しはそれぞれに塁か。ダリ

ラの三大アリアでは.fl'段のルートヴィヒには既け

ない「物羮げな球」が滲み出（、持ち前の柔らか
ぃ戸貿の芙点も十分に聴きとれる。また、キング

の引き締出った声きも、男女の立場の悲しき辺い

を雰旦させるフ yクターとして効果的。なお、指樅
のパタ ネの力量で、オーケストラがところどころ．

ドキっとさせる沢の耽美的な味わいを兌押し（和．．、
第1幕給尼の20抄間や、 CO2[7)の温面替がや

[8]のパッカナールの中関部）、合岨団の精緻な

揃いも駒き応入ある。

A. シュトラウス楽劇（ば
らの騎士》全曲
）」ラヤン旧揮Jィルハー［ニ
ァ。會シ 1ヴ ,,ルツ 7'Y7
(S). エ・デルマ‘ノ（郎） fl~ 
（註凸 1956什 12n〉
Iワー）ー・クラシックス心
WPGSI0034 6(3枚紺）］
CD&S/¥CO 

品の良い誇張的表硯
オクタウィアン役で出演。ルートヴ（ヒ初期のソー

スだけに、声に7,/lる石さと、後4よりは石干細め
の詈きを味わう一組I,なも彼女は後叫し帥夫人
役uU::Iし（おり、そちらも温かみある声音ぐ龍訓

したが、今回はメゾ・ソ／ラノの本頷兌揮で7ちら

と選択,,CO2「4]の〈はら献ユの二ilill/l〉にお

ける柔和なフレ シンク（低きはで声が幽かに1岳
れる箇所b、一つの性格女現に思えて興味深い）、

CD2(10)のシュッティッヒ＝ランダル（乙女ソフィー

役）との熱い対砧も、冑年H低らしいしなやかさ
k必ちる，>:J: た、第3公の＄劇的な声遣いも、品

の良さを失わない滴張的表現を閃くので、男爵役

のエ ァルマンとのさらっとしたやりとりか十分安し
める。 なお、木盤はリマ人タリンク t,~れ（わり、

夫人役の名花シ.Jウァルッコップも含めて、鮒釈し

更なる灼いが表出n

鬱一ー

ワーグナー 楽劇 4部作
《ニーペルングの指環）全曲よ
り楽劇《ワルキューレ》全曲
ソJJI,,f ll'Jf]Iウf ノflO,
ールソ"/(S)ホッタ （郎）他
<Un 1965汀 10,11JJ 
[Decca $¥ 47餃 /0(If杓

紺）1 (,111外煎）

歌いだしから耳を捉える
史 l初の〈指環｝スタジオ仝曲鉗Hヤいう、記

念碑樹寸への芯い寅吠度も踏まえ⑬i出，．女神ノ

リッカ役なので出演は第2幕袖半のみにが、歌い

だしの燻った声きかまずl;l耳を捉人、＊役のホッ

クーの極めて人間くさい歌いぶり（神々の長も、 一
番弱いとこるを花而から衝かれるとこうなるのかと

思う）との相件b良い。というのb、ルートヴィヒ
(])声が決し・r冷たくl.lならないのである種の信念

のもとに動いているという性格付けもよく聴さとれ
て、嫉妬による意輝返しの面か薄れるからである。

なお、ニルソン（ブリュンヒルテ）への贔後の拾て
台詞的な一節は、それ1でとは違う硬直性を示し、

練り上げた解釈の只体例として興味深い。ちなみ

に、本盤の他のキャストも強力であることは=うま
でもないが、ワルキコーレに1身の大歌手が多く染う

点も1-1記しておきたい，

5
〗□
叩

1
0
)
匹

5

応

i

究
511ロ

緩急の烈しさもたっぷ・)味わえる
ルートヴィヒ主；郎の〈フィテリオ）には複数のき

源がめるか、ここでは日4-CO)良~rn昴として、日
,, 劇場間蔦配念公演 (1963~10)1) のライウ
1々11沿，メゾ ・ソノラノの詑やかさセ失わず1-'.ノ／

ラノの音域1でしなやかし歌い上げ、放怜的なャリ

フ回し（第2111)にも心を掴止れる介共演名もT竪
く、畠人nッ7役グウイントルの楽天的な声音、大

フnレスタン役のキングのバヒティックな表情j,)tt、
敵役ピツァロのナイトリン））一の戸色の漬みし加入

て、ベームの松（オペラでIJ本作が一番り1さとのこ
と・ ~2J.l に〈レオノーレ〉序曲第3番を挿入） 0) 

緩急0)烈しさbl.JぷI)味わえる,,~ に、文帰0)

hび0)二璽町1でIJ、9ンポの余りの猛攻ぶ1)に．
ルー トヴ（ヒ(.,キング (.,~f{fぃ前のハノ一ジング,_

全バ~いるが．情只の飛ひ切りの粘さいよ、1さしく、

心奪われる，

ヴェルディ款劇《ファルスタッフ）
全3薫

)Jう¥7ノ(;,r.LJ.:.ll!抑）ウィーノ¥Xl,

/Jパ（ヴァンスカ．ベリ (S)他
〈ur. 1982釘(L)〉
rソーク Jソ/JJし＼りSI印 1461
DVOV 

偉大なキャリアの象徴
ルートヴィヒのイタリl'bので！いい）成功した一

相，，彼女の朗らかな笑舶は、狂言回しのクイックリー

＊人役↓4 ぴったIJで、共演名勢も人ヴェアプン揃い
なので歌の応即こ十分な余裕があり、力うヤン(1)

落ち＂いた #b呑ワして、そ葉の届き具合が素睛
らしく良好である。特に、,,リーチ.Lf,出のカハイヴァ
ン入力との細かい演枝の情み角ね（第1幕）、士役
のダテイトのや1)/-"りしおける低脊域の右名な一

節の登かな鳴らしぷり（第2幕）、フォード役のパネ
ライと医師カイウ入役のテ・パルマの森にくみを且

しして「そうはさせない！」と一芦入れるぬの直fやか
さ（第3慕前半）、そしてフィナーレのフーガでの爽

やかな息遣い（第3給後千）など、いずれも、ルー

トヴィヒの芸術性を最も系朴な形で呈示する名場
面に。カーテンコールで紐よりも甲＜逮場できるの

も、その偉大なキャリアの象徴である，』

亨：ば序坦函恩?1 fl 名禁!,\衣杢な悶ぷ t~ 鷹ク~盆＇か；月占合姦靡 iて、屯て、了

ガ冬,;~ 凪誓醤↑ i ↓ぎぢ E 象区は？嵐翠閉 ¼ 0 ~ つイしィ文り激ルたウの
ロ 暴 が ソ 後 れ 場 を で 4 とヤ

... てンたヒ

岱祭ウプルたと歌 ~ 6 にン合屑をが‘との f 夕 に オ だ の を
イラ l劇 つゞ年なでたがろア見息贋の ＇ ルッけは独 つヴ lン者

芭iミ1ノ］、場眉てつでる‘ぴゥ、人がののさ l
l l、じ 'Jり芭麿て、イラにと

ンとヴがしいも '0後家イ新、
ト lや 力 者

も北も ト ヴ ・ なラにと臨
の ·~ 登 し イ rり た る り フ デ に に lし./う礎と iこヴ ィクいヤしいえ
ヶ 楊てヒ建の ゜シラピー訪ンく(/)オをで生ィ ヒレ"ンてえる↓ 歌＂、ヽ る；
ル l の 10はさがウのンユ緒れ風＇｀歌ぺ学行まヒ
『.it閲！羞ウれ ‘イオク lに た の 粋 屈I]ラ

をンふとこばふ l
んちれは 選ぺたパの‘しの

たば I l 

イた., lルフし il 0 食 し 場 が t' 、if . 
［隠贔 ~ l 55幕ンロルた・μ そ ·J~ たで；；だ 1,1っ偽 . ~ヽ

んラり ltllJルが作 -ラ lヴ

~1t • • 歌 f

リ
ト
ン
な
ら
フ
ィ

ッ
シ
ャ
ー
11
デ
ィ
ー
ス
カ

ウ
、
そ
し
て
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
は
ル
ー
ト
ヴ
ィ

ヒ
と
い
う
時
代
が
あ
っ
た
。
ケ
ル
ビ
ー
ノ
、
オ

ク
タ
ヴ
ィ
ア
ン
、
染
物
屈
の
よ
に
ド
ラ
ペ
ッ
ラ

と
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
成
功
を
収
め
た
役
は
数

;
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登
楊
し
て
い
る
。
こ
の
時
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
の
歌

手
、
そ
し
て
枇
界
的
歌
手
の
キ
ャ
リ
ア
が
始

ま
っ
た
わ
け
だ
。

ソ
プ
ラ
ノ
な
ら
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ッ
コ
ッ
プ
、
パ

冒~!1-..mit〗
ら
間
述
っ
て
も
Ill
心
い
詰
め
て
ナ
イ
フ
を
持
ち
川

し
た
り
し
な
い
と
息
っ
て
い
た
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ

ヒ
の
カ
ル
メ
ン
は
後
退
り
し
た
く
な
る
ほ
ど

の
、
技
巧
的
な
表
現
だ
っ
た
の
だ
。

名
歌
F
だ
！
と
篤
い
た
の
は
オ
ペ
ラ
で
な

く
コ
ン
サ
ー
ト
だ
っ
た
。
コ
ン
ツ

ェ
ル
ト
ハ
ウ

ス
で
パ

ー
ン
ス
タ
イ
ン
が
ビ
ア
ノ
を
弾
い
て

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
歌
っ
た
マ
ー
ラ
ー
の
歌
訓

は
、
実
に
浪
胆
だ
っ
た
c

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
佼

辞
に
つ
き
も
の
の
、
深
い
ls

戸
と
深
い
表
題
と
い

う
両
力
を
こ
の
時
実
感
し
た
。
世
界
的
評
価
に

社
れ
て
、
ウ
ィ
ー
ン
が
作
曲
家
マ
ー
ラ
ー
の
真

価
を
泌
め
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
だ
。
そ
の
動

き
の

t
役
は
パ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
だ
が
、
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ヒ
も
間
述
い
な
く
．
枚
噛
ん
で
い
る
。

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
後
、
ド
イ
ツ
系
メ
ゾ
・
ソ

プ
ラ
ノ
の
系
語
は
、
フ
ァ
ス
ペ
ン
ダ
ー
や
バ
ル

ツ
ア
や
マ
イ
ヤ
ー
ヘ
と
続
い
た
。
い
ま
な
ら
ガ

ラ
ン
チ
ャ
か
。
も
う
~ド
イ
ツ
系
sな
ん
て
―
•
「
E
つ

て
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ヒ
が
跨
み
な
ら
し
た
近
だ
ろ
う
。
そ
し
て

後
に
続
い
た
メ
ゾ
た
ち
の
歌
の
り
さ
だ
っ
て
、

先
駆
者
あ
っ
て
の
も
の
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
こ
そ
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
本
煩
じ
ゃ
な
い

か
と
息
え
る
の
が
で
＇
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ

）

の
プ
ラ
ン
ゲ
ー
ネ
だ
が
、
劇
場
で
は
聡
け
な

か
っ
た
°
カ
ラ
ヤ
ン
が
72年
と
73年
の
ザ
ル
ツ

プ
ル
ク
打
楽
祭
で
行
な
っ
た
計
5
同
の
公
演
の

う
ち
2
阿
で
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
プ
ラ
ン
ゲ
ー
ネ

を
歌
っ
て
い
る
。
2
度
も
聡
い
た
の
に
2
度
と

も
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
亡
く

な
っ
た
い
ま
、
深
い
じ
”
と
屯
越
し
た
技
で
描
い

た
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
付
女
の
鑑
を
＾
ぷ皿
椛
で
聴

き
直
す
こ
と
に
し
よ
う
。
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ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
第
二
次
大
戦
直
後
か
ら

1
9
9
4年
に
引
退
す
る
ま
で
、
オ
ペ
ラ
、

リ
ー
ト
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
非
常
に
広
範
囲

に
渡
っ
て
約
半
泄
紀
も
活
躍
し
た
稀
打
な
名

歌
手
で
あ
る
。
ま
た
ー
9
6
0年
代
か
ら
70

年
代
に
か
け
て
は

今
フ
ィ
デ
リ
オ
〉
の
レ
オ

ノ
ー
レ
や

《
ば
ら
の
騎
上
〉
の
マ
ル
シ
ャ
リ

ン
に
代
表
さ
れ
る
ソ
プ
ラ
ノ
役
で
も
名
演
を

残
し
た
。
と
く
に
忘
れ
難
い
の
は
63年
に
初

来

H
し
た
時
の
ペ
ー
ム
指
揮
の

《フ
ィ
デ
リ

ォ
｝
や
、
カ
ラ
ス
と
共
演
し
た

今
ノ
ル
マ
〉

の
ア
ダ
ル
ジ
ー
サ
。
ま
た
リ
ー
ト
作
品
の
録

音
に
も
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
や
マ
ー
ラ
ー
か
ら
、

最
後
の
リ
サ
イ
タ
ル
ま
で
名
盤
が
多
い
が
、

個
人
的
な
「
思
い
川
の
1
枚
，
と
し
て
は
全サ

ム
ソ
ン
と
ダ
リ
ラ
〉
を
挙
げ
た
い
＂
こ
の
録

音
の
発
先
当
時
「
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
ダ
リ

ラ
？
」
と
鵞
い
た
も
の
だ
が
、
戦
潤
な
美
が

と
登
か
な
陰
影
を
た
た
え
た
官
能
的
な
表
現

も
す
ば
ら
し
い
名
派
で
、
共
演
者
と
指
揮
も

允
尖
し
た
代

K
的
な
名
粒
で
あ
る
。

豊
潤
な
美
声
と
豊
か
な
陰
影

ぶ

0呻ふ・泣巴

SAM~ON ー.....-~,- ..;,.,, ツニ心匹

.. .INb 
ヽ-~ゃ-,

”四ふ、bAUい
屯活叫霊ぶ:.... 

サン＝サーンス敢創《サムソンとダリラ》

全曲
ジ Ir,fッベ・バターネ18揮ミ！ンヘン放
送0,パイエルン「め送cilO,ジIイムズ
キング(T)ペルント・ヴァイクル(Br)他
〈註せ'1973年6)J〉
「デンオン(s)COC0845 I 1 -2(2枚組）］

私
が
求
凩
の

K
学
に
人
学
し
て

一
人
姓
り

し
を
始
め
た
頃
、
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
レ
ク
イ
エ

ム
〉
を
開
き
た
く
て
蚊
初
に
買
っ
た
の
が
こ

れ
。
も
う
50年
ほ
ど
も
前
の
胡
。
た
。
そ
の
後

カ
ラ
ヤ
ン
粒
、
ア
パ
ド
甜
な
ど
感
銘
を
受
け

た
録
汁
は
山
ほ
ど
あ
る
の
に
、
い
ま
だ
に
こ

の
浙
奏
に
戻
っ
て
く
ん
の
は
ど
う
い
う
わ
け

か
。
占
い
録
上
11
だ
か
ら
C
D
に
な
っ
て
も
多

少
秤
質
に
問
辿
は
あ
る
。
し
か
し
こ
の
浙
伶

が
放
つ
深
い
利
神
性
を
越
え
る
も
の
は
な
い

よ
う
に
息
う
。
こ
の
録
5
11
で
ジ
ュ
リ
ー
ニ
が

得
た
則
想
的
な
ソ
リ
ス
ト
た
ち
の
一
人
が

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
だ
っ
た
。
彼
女
は
後
年
さ
ま

ざ
ま
な
名
館
を
残
す
こ
と
に
な
る
が
、

30代

平
ば
で
11y

ヽ
も
こ
の
完
成
し
た
歌
州
ー

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ッ
コ
ッ
プ
と
絶
妙
の
鴻
和
を
間

か
せ
る
「
思
い
給
え
」
、
き
さ

f
の
心
を
わ

し
．
つ
か
み
に
す
る
「
涙
の

n」
な
ど
な
ど
、

オ
ペ
ラ
的
な
旅
美
や
感
佑
過
多
と
は

一
線
を

圃
す
端
然
た
る
歌
唱
が
、
こ
れ
ほ
ど
大
き
な

感
動
を
生
み
出
す
と
は
。

演
奏
が
放
つ
深
い
精
神
性
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●
浅
里
公
三
・
選

●
中
村
孝
義
・
選

ク
リ
ス
タ
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
93淑
で
亡

く
な
っ
た
。
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
中
で

は
、
特
に
独
嗅
系
作
品
に
お
い
て
北
ぷ
も
の

の
な
い
什
化
と
し
て
、
ペ
ー
ム
や
ク
レ
ン
ペ

ラ
ー
、
カ
ラ
ヤ
ン
、
パ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
な
ど

多
く
の
人
指
揮
打
た
ち
か
ら
屯
川
さ
れ
た
。

残
念
な
が
ら
私
は
そ
の
実
浙
を
斗
に
で
き
な

か
っ
た
の
だ
が
、
録
t11
で
は
り附
衿
幻
き
な
歌

F
の
一
人
だ
っ
た
＂

思
い

111の
1
枚
と
い
わ

れ
て
も
'
余
り
に
後
れ
た
も
の
が
多
過
ぎ
る

が
、
ど
う
し
て
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
さ
な
い

の
が
ク
レ
ン
ペ
ラ
ー
と
共
演
し
た
こ
の
ワ
ー

グ
ナ
ー
、
プ
ラ
ー
ム
ス
、
マ
ー
ラ
ー
の
行
弦

梨
付
き
作
品
を
収
め
た
1
枚
で
あ
る
。
ク
レ

ン
ペ
ラ
ー
の
咲
々
と
し
た
舛
＂
弦
梨
浙
岱
に

乗
っ
て
歌
わ
れ
る
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
温
か
く

心
の
こ
も
っ
た
気
邸
い
歌
州
は
、
各
作
品
の

内
実
を
心
命
レ
に
引
き
Illし
、
此
く
行
の
心
を

火
さ
く
揺
さ
ぶ
ら
ず
に
は
枯
か
な
い
。
彼
女

の
位
も
得
紅
な
作
鼎
家
を
集
め
て
い
る
点
で

も
忘
れ
ら
れ
な
い
ー
枚
で
あ
る
"

温
か
く
心
の
こ
も
っ
た
気
高
い
歌
唱
自
分
が
主
体
と
な
歪
表
現
へ
の
意
志

ワーグナー ヴェーゼンドンクの歌．プ
ラームス アルト・ラブソディ．他
,j .. ,1 ・ク1ノノペ .1 llr邪ノィルハ
-Lアo,f也
〈,m1952,1匈 ll〉
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ワーグナー．ヴェーゼンドン
クの歌．ブラームスアルト・
ラブソディ．他
クレンペラー指揮フィルハー
モ—ァ。

ぽー百 1()62年 19()4打〉

[WsrnP.r C知 sics(S) 36159 
ti2) (海外盤）

深々．とした人間味に満ちた名唱
メソ ・ソプラノであるルートヴィヒは、プリマドン

ナとして君にする嗽手ではなかったが、 Iワーグナー
改手」の称号を与えられるぺきイ1在でもあった。

ヴ上ーヌス、オルトルート、プランゲーネ、フリッカ、
ヴァルトラウテ、クンドリーといった役柄のそれぞれ

で名唱を残しているが、そんな1ワーグブー歌TJルー

トヴィヒの漱う〈ヴ.1.ーゼンドンクの歌）は、巨匠

クレンペラーの指揮に支えられて深々とした人問味
に滴ちた名唱である。滋味に溢れたルートヴィヒの

アプローチは一見地味だが` その味わい深さは屁

くほどに駄き手の心に染みてくる。同じくクレンペ
ラーと組んだプラームスの（アルト・冗プソディ〉も
ルートヴィヒの人閑性が偲ばれるような味わい深さ

を湛えている。（アルト・ラプソティ〉では、後年の

ベームとの円熟の歌咀も忘れ難い。
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7面
包容力の大きく深い歌

ルートヴィヒの包容力の大きく深い歌は、オーケ

ストラとの歌曲嗽咄で一厨い））吝放っていた。アー
ヘン歌劇塩のき楽兄督をし（いた若さ日のカラヤ
ンは、その劇場の歌Tであったルートウィヒの両親

と親交があり、幼いルートヴィヒがそこしいん．そ
んな古い付き合いのカラヤンとルートヴィヒの共演
盤は数多いが、このマーラーの 2曲は、恐らくルー

トウィヒの力が「音楽的先輩」し」あたる数少ないレ
バートリ だらう。マーラーはカラヤンの「後兒」の
レバートリ だが、興味深いことにルートウ・(l::の

マーラー演葵の「同志」であったパーンスタインと

はこの2曲の註畠はない。苦段のルートヴィヒ(J)

歌いぷりの「節度」は保らつつb、；じ楽的ィーシア

ティヴはルートヴィヒカ'Iiiっている` ，久声，Lるこの
曲の人問味溢れる名演．

ウィーン ・ラスト ライヴ
1994 
スベノIfー(p)

〈iJ/:l. 1叩 年4月(L)〉
「HCAID) l:lV(.;(.;678」

どんな歌手だったかを理解できる
碩後は、やはりこのウィーンでの「告別コンサ ト」

のライヴ錢g名選ばう。 93年に冥台からの引退を

立言したこの世紀の名歌手は、それから 1年を掛
けて世界中で「お別れコンサート」を行なった。 束
京でのその霊台は終生忘れ得ぬ幸せな記憶として

綸者の心に刻よれている，` そんな東点での選曲と
は異なるこのアルパムだが、記位と山なるのはf告
別I(f)寂しさ．北しさを微庇も感じさせない「力）
マドンナlとしての華やかさと風格、メゾ..ノブラノ

らしい温かな人間味の磁合した唯一無二の味わい

である。あらゆる意味で「；；；益な歌T」であっんルー

トヴィヒとはどんな改手だったかを百の己菓で詮る

よりも、この註出での現役最後の歌唱の優しさ、
瞑かさ、稔やかさi朋るさは、より確かに理肝させ
てくれる。

心踊る必聴の名盤
1972年 5月2日、ウィーン・コンツェルトハウ

スでのライヴ錢目。バーンスタインの絶妙な「煽IJ」

を受けて、ルートヴィヒは常の節度を踏み超えた振

り幅の大きな歌118~現を聴かせている。リートfr
奏ビアニストとはひと吐もふた味も遺うパーンスタ

インの積極性に煽られながらも、それに共振しつ
つ決して節度と品格を失わないルートヴィヒの懐の

深さは、リート歌阻という 「小中宙」の奥深さを感

祖さサてくれる，嗽手とピアニストという人問同士

の精神のぷつかり合いと対話の「化学反応」の妙
を満喫できるのだ。カラヤンとパーンスタインとい

う両名匠から愛されたルートヴィヒの独自の許容力
の大きさを改めて思う。プnグうミングのセンスの

良さも枯喰すぺきもので久し振りに試随して心躍

る思いがした。ノラームスを愛する恥き手必聴の
名盤だ。
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プラームス／歌曲集
パンスタイツ(p)
〈鉗古 1972年 5/」(I)〉
［ソ―ークっシカ）凶沢;ICC1 
4201 

マーラー ：改曲仏《子供の魔
法の角笛》全曲
パーンスタイン(p,IB押）
ニ..L 7 クIJO,ペリー(Br)
他

〈鉗ft・ 1067.. I我 9り（一
部I)〉
［ソニクフシカル(slSICC1
5l8-9(2枚Xi))

絶品のコメディエンヌぶり
1967年、パーン入クインとル トヴィヒ、そし

て当時ルートヴィヒの夫君であったウィーンの名パ
リトン、ワルターベリーはニューヨーク・フィルと〈子

供の魔法の角笛）を蘇きするn その翌年、パーン
スタインとこの夫Jiはウィーン囚立歌訊坦での ((J'.

らの騎士〉で大成功を収める。同問期の4月240、
ウィーン・コンツェルトハウ入でのリサイタルがある

はずの「ーディースカウが公演をキャンセルする'Jl
件が起こった。 急濾、ルートヴィヒとベリーkパー
ンスタインのピアノで（子供の魔汰の角笛）でのリ

1)イタルが代科え公濱として行なわれ大成功を収め
た，，更に69!f(やイーケ人トラ版の収鉗が完成し、

レJード発元吋UJぷーナス・レコードとして件のノ
イヴ鉗きが付けられたn 夫襄の掛け合いでの妙．
史9、ルートヴィヒの7メァ＇ィエンヌぶりは絶品。

J.S. パッハ マタイ受難曲
BWV.244 
クレンペラー旧押ノィルハー
F-ア（）．シ Iヴ）＇ルツ lッ
プ(S)他

編'"軍,.攣＇駈謁暴'"""""し瓢菖""""_ __  .... 〈t>l'l l>l以） q—- 1961釘〉
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いぶし銀の輝きを放つ
ルートヴィヒはヒ匠I-愛された名歌手だった。パッ

ハの〈マタイ受帽曲〉もこのクレンペラーとの60
年から61年にかけての録音の後、カラヤンとも紐

音しているいこの両者は改めて含う＊でもないが、

昨今のピリオド楽器I-よる；；；；奎ではなく、モダン・
オーケストラとの極めてロマンティックでダイナミッ

クなアプローチである。数多ある（マタイ受難曲）
の鉗呂の中でも最も気中雄人で茄々たる音楽述び
のクレンペラーの解釈を真っ向から受け止めて深々

とした歌唱を繰り広げるルートヴィヒの力量に、改

めて今同気付かされた。この録音1よEMIの辣腕

プロデューサーであったw.レッグのTによるものだ
111, ー、名巨匠クレンペラ に相応しい粒溢りの歌

Tを揃えたものだが、そのさら星の如き名手の中で
も｀ルートヴィヒはいぶし銀の輝きを故っている。

人間性を感じる温かい名唱
ルートヴィヒという芸術面でも声楽面でもあらゆ

る面で；；；；次元にあった（それゆえにしばしばその「凄

さJを見落としていたかもしれない）歌手の存在を
思う時に箪者は真っ先に思い浮かべるアルパムは｀

86年こ録きされたシ」ーペルトの（冬の旅）である。

80年代以降、ブリギッT'ファスペンダーを皮切
り1-多くの女声歌手がこの男性用の歌曲雙に携ん

できた，， スポン役吝オペラで改うメゾ・ソプラノを
始め多くの女声改Tが、それぞれのアプローチ吝

展開してきた。それらは男声歌TであるT者（、．とっ
て大いに興味をそそられ、参考になるものでもあっ

た。その中でも、このル トヴィヒの稔やかである

意吐傷しいアノローチは 「Es war einmal (苦々）

""・・Jというような詰りかけのように憾じられた。
!liり部のルートヴィヒの人閏性を球じるような温か
い名唱だ。

シューベルト：歌曲集《冬の
旅）
l.1ヴァイン(p)

偉音 1986年 12月〉

「グノモフォン◎「32G5052
8(廃盤）J

ーマーラー大地の歌
クレンペラーlh押Jィルハ
tーア0,ニュー・ノィルハー
て＿ァo.他

〈111A 1964年，19f沿年〉
［＇ノーナ クノシックス(§)
WPCS23018] 

心に染みる滋味に富んだ歌唱
工者をはじめ多くの駐き手にとってル トヴィヒ

の名前と切っても切り雌せないのはマーラーであろ
う。人々がマーラ のき楽を受容し始めた当時（そ

れはほんの半世紀ちょっと前のことだった）、 F=
ティースカウと並んでルートヴィヒの名前がそこに
あった。r者が初めて賀ったルートヴィヒのマー;J-

のレコードが、このクレンペラーとの〈大地の歌〉だっ
た。昂初はクレンペラ と夭折した不jll出の名9
ノール、フリッツ・ヴンダーリッヒの方が目当てだっ

た。ヴンダーリッヒも素敵tこったが｀馳けば馳くは
どにルートヴィヒの滋味に富んに歌唱の深みは心

に染みた。第6楽章の〈告別〉に至るまで、クレ
ンペラーの紐達の音楽作りと相まって、その感秘
の大きさは比類がない。ルートヴィヒはパーンスタ

ィン、カラヤンとも名唱を泣gで残している。
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